
























































（2）　 調査期間：平成 29 年 4 月 6 日から平成 29 年
8 月 3 日
（3）　音楽科目の教育内容：表 1参照
（4）　使用テキスト：表 2参照





　　 中間試験→ 幼児教育コース　生活曲 3曲、学
校教育コース　歌唱共通教材 2曲











（1）補講実施日と実施時間 : 全 5回、各 90 分
　①　平成 29 年 7 月 5 日（水）
　②　平成 29 年 7 月 12 日（水）
　③　平成 29 年 7 月 19 日（水）
　④　平成 29 年 7 月 21 日（金）


























演奏曲 H28年度生 H29 年度生
バイエル 104 番以下 1 4


























































































































表 4 のとおり、「音楽Ⅲ」の授業は、第 1 回 4/6 か







表 4：平成 29 年度　音楽Ⅲ　ピアノ個人レッスン記録カルテの一例　（4名ともピアノ初学者である）
回 月　日 学校教育学生 A 学校教育学生 B 幼児教育学生 C 幼児教育学生 D































































































































































たことが興味深い。第 1回はバイエル 100 番、104 番
が多く、次に 98 番、80 番と続いたが、第 2回ではバ
イエル 100 番、98 番。第 3 回と第 4 回ではバイエル




















































































バイエル 104 番の楽曲分析 （本稿末の譜例参照）
①　構成の理解
　 提示部（1～24 小節）―展開部（25～32 小節）―
再現部（33～48 小節）
まず、調がヘ長調であり、調号がシに♭ 1個ついて













































ハ長調： G C F



































































第 1回の補講時にバイエル 80 番をレッスンした学
生は、何回か最初の 8小節を弾いたが、いつも同じと
ころを間違えるにもかかわらず、自分がどこを間違え


















































































































































































䛚ᐙ ї 䛚ᐙ ї ᕥ ї 䛚ᐙ ї ྑ ї 䜒䛳䛸ྑї ฿╔
3㼻
䝲䞁䞉䝟䝑䞉䝟䝑䞉䝟䝑
䝗䝗䝗䝭䝺䝗
3㼻
ಖᣢ㡢
ಖᣢ㡢
䝲䞁䞉䝟䝑䞉䝟䝑䞉䝟䛑䞊䞊全音楽譜出版社刊「標準バイエルピアノ教則本」より転載許諾済み

